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正しく生きるとは（ヨハネ7:16-24）
　新年あけましておめでとうございます。2014年、神様の約束の御言葉によってそのとおりに答えられる祝福の年となることをまず祈りたいと思います。2014年も一度限りのことであり、私たちに与えられている人生というものも一度限りのものではないでしょうか。その一度だけの人生を正しく生きるというのはいったいどういうことなのでしょうか。皆さんはクリスチャンとして考えたことがあるでしょうか。それぞれ皆、正しく生きることを心掛け、自分なりにこれが正しく生きることだと基準を持って頑張っていると思います。しかし、そのとおりにならない人がほとんどであり、また思いどおりになったとしてもそれが最初に自分で思っていたような正しい人生ではなかったということが分かって崩れて虚しくなるという人もいます。私の場合はいろいろな背景などがありましたが、自分の良心に従って人にできるだけ迷惑をかけないで頑張って行こうと思いました。それが自分の中では正しく生きるということだと思ったのです。でも、実際はそのように生きることができませんでした。それがどんどん苦しくなり自分の首を絞めてくるようなことを経験するようになりました。良心に従って生きるということが正しい人生でしょうか。また、そのように生きることが可能でしょうか。それはさておき、それぞれ自分なりの基準を持ってこのように生きていこうと考えます。それがその人にとっては正しい人生と思われたからでしょう。そのとおりに必死に頑張って守り通した人もいます。でも、もし最後にそれが正しいものではなかったとなれば、なんと虚しいことになってしまうでしょうか。取り戻すこともできないし、失敗したことよりもっと悔しいかもしれません。
　今日の聖書の箇所ではそのような事が言われています。ユダヤ人とパリサイ人は自分なりにはモーセの律法を守ることが正しく生きることだと思って、文字通り、モーセのルールや律法を守ってきたつもりなのです。しかし、イエス・キリストがこられてイエス様が彼らにおっしゃっています。「あなたがたは正しく生きてきたつもりなのですがまったくモーセの律法を守っていません。なぜ私を殺そうとしているのか。それを見ればあなたがたはまったく律法を守ったことではありません」と宣言していらっしゃいます。彼らは自分なりに正しく生きるつもりで頑張って来ました。しかし、それが彼らの思いとは全く裏腹にそうではなかったと今になってイエス様が来られてからそれが証明されるようになりました。なぜユダヤ人は自分なりには正しく生きるつもりだったのに、それが正しく生きることではなかったのでしょうか。その理由についてイエス様が最後におっしゃっています。上辺によって人を裁かないで正しい裁きをしなさい。つまり、彼らは上辺によって生きてきました。正しいことがなにか実はわかっていませんでした。本当は正しいことが、真実がなにか分かっていないまま、正しく生きていこうと頑張っていたので、それが噛みあわないままそのような結果になってしまいました。なんと残念なことでしょう。もう昔に戻ることもできません。クリスチャンの私たちはこのようになる必要もないし、ならないで結構です。心から感謝を持って正しく生きるということは何なのかを確認し、上辺ではなく何が本当に正しいことなのかをしっかり理解し、一度限りの人生を正しく生きていっていただきたいと願います。皆さん、自分自身に問いかけてみていただけますか。私は人生を正しく生きているのか。自分の歩んでいる人生は正しい人生なのか。どうでしょうか。ある人はまじめに誠実に、とにかく与えられたことに最善を尽くして、満足しながら頑張ればと思う人もいます。ほとんどそうならないでしょうが、自分なりにそうしたからといってそれが正しい人生なのでしょうか。家族を守り、養い、家族思いで犠牲を払いながら、しっかりと家族を支えて頑張ってきた。それで、その願いどおりに家族の方々がうまくいくようになった。それはとても感謝かもしれません。でも、だからといってそれが正しい人生と言えるのでしょうか。なにが本当に正しい人生であり、正しく生きることでしょうか。もしかしたら、そういうことは本物の正しさが分かっていないまま、上辺によってすべてきめられた基準に従ったことではないかと吟味しなければなりません。人生はもう戻ることができません。一度限りの人生です。イエス様のおっしゃる言葉によりますと上辺によらずに正しい裁きによって生きるようになれば、正しい人生になります。ユダヤ人は律法を守るつもりで、正しく生きるつもりで頑張ってきたのですがそうではなかったというのは、彼らが悪いと言うよりは上辺しか分かっていなかったということです。
　それで、今日、2014年、最初の聖日礼拝をとおして、私たちは神様から正しく人生を生きることに対してこのようなメッセージを確認しいただくようになります。人生を正しく生きるということは自分に与えられている人生が上辺ではなく、人生の真実を正しく知ることによって成り立つものだということです。なにが人生の真実でしょうか。ユダヤ人が見ることができなかった人生の本当の真実はいったい何でしょうか。そこを知らない限りはどんなに自分なりに基準を持って「これが人生だ。これが人生を正しく生きることなのだ」と頑張って信念を持って必死であっても、イエス様がおっしゃっているように「そうではないよ」となってしまいます。正しく人生を生きることは人生そのものを上辺ではなく、真実を正しく知ることによって成り立つものです。人生の真実はいったい何でしょうか。4人の弁護士が出ていろいろなゲストを迎えるという番組があります。その中で「あなたの真実は」と言いますが、人々は真実ということがとても好きです。ドラマを見ていても「お金が問題じゃない。私はただ真実が知りたいだけです」というセリフをいっぱい聞きます。人生の真実はいったい何でしょうか。皆さん、人生の真実のことを知っていらっしゃるのでしょうか。その真実は実はだれでも、どこの民族の肌色がどうであっても、人間というものは創造主である神様によって作られたものである。これが真実です。被造物です。人が頑張って深い黙想に入ると神なるとか、立派な人、優れた存在は死んだあと成仏し神に変わるとか言うことは嘘です。人は創造主、神によって作られた被造物であり、特に神のかたちに作られた霊的な存在であるということが人生の真実です。これを知らない限り、人に対して、また人生に対して私たちが知っていることは上辺に過ぎないものになります。人は犬や猫のような獣、動物とは指し穂から異なる存在です。これが人生の真実です。ですから、そのことが人間はパンだけでは生きることができない、人間は上辺によって満足できるような存在ではない、人は神がいらっしゃらなければ、神によってでなければ絶対に真の満足と安息は得られない存在であるということです。

　そして、人が神のかたちによって作られたということは、人は元々、栄光に富んだ存在であり幸せな者だったということです。神に愛され、神様に祝福され、神様の特別な目的によって作られたものです。皆さん、この真実を知っていらっしゃるのでしょうか。これが理論に留まっていてはいけません。これ以外のお話は嘘ではありませんが、上辺です。そして、そのようにつくられた人間が本当に祝福されていた人、人生が罪を犯すことによって、その罪は神に対する罪です。それによってすべての神のかたちが壊れ、祝福を根こそぎ全部失うようになってしまいました。それを堕落と言います。人は取り返しのつかない堕落に陥るようになりました。外見はそのままかもしれません。これがまた真実です。その罪による堕落というものがどれほど深刻なものなのかというと、聖書にはこのように語られています。エペソの手紙2章3節を見ると、堕落した後、生まれる人はだれであってもすべての人類が生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれるようになります。これが真実です。赤ちゃんが生まれると、赤ちゃんには何の汚れも、何の罪もない、雪のように、白紙のように白くて、この子がこれから世の中の様々な波風に染まらないようにしっかり育てようと思うでしょう。それが私たちの勘違いです。上辺しか知らないからです。聖書にはどんなにかわいい赤ちゃんであっても、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして、つまり、堕落のままの状態で母の胎から生まれるようになります。これが人生の真実です。その人が生まれて人間的な違いがいろいろ出てくるでしょうが、そういうことと全く関係なくエペソ2章1節に書いてあるように、自分の罪過と罪の中にあってその人の魂は死んでいる状態なのです。本当にいいことが期待できるのでしょうか。本当に人の人生に希望が持てるのでしょうか。最初から絶望です。これが人生の真実です。残念ながら世界中のキリスト教という看板を掲げている教会の99.9％もこの真実に目が開かれていません。逆に教会の他にはこのお話をするところはないのに、教会がこのお話を聞くことを嫌がるのです。世の中と一緒にしましょう。ステップを一緒にしましょう。そのように唱えて、それがものすごく柔らかく寛容的な言葉に聞こえてくるような時代を迎えています。そのときに聖書は私たちに語っています。人生の真実は自分の罪過と罪との中に死んでいた者であってと。「上辺によって偉い、ダメ。私はあの人と比べてなぜこうなのか」などは最初から無駄な争いです。サタンの騙しごとです。本当に真実が分かればそのような事はまったく意味がありません。小さいときにものすごくショックなことをやられて、その傷をすっと抱えて生きている人、そういうことがなかったからルンルンする人。全部勘違いです。どっちにしても真実を見ると皆同じです。差別もありません。その結果、職業がどうなのか。どのような文化なのか関係なく根本的にエペソ2章2節に書いてあるように世の流れに従って、世の風習に従って空中の権威を持つ悪魔、サタンに捕らわれ従って生きるしかない者なのです。お金があるかないか、先進国なのか開発途上国なのか、まったく関係ありません。これが人生の真実です。だれが自慢でき、だれが劣等感を覚えたりするのでしょうか。まったく無駄な論議です。人生の真実が分かれば、そういうものを皆抱えて人生を生きていくようになるでしょう。それで最後はどうなってしまうのでしょうか。歌謡曲の歌詞の中にもあります。人生いろいろ。男もいろいろ。いろいろあるでしょうが、それは全部、上辺です。最後は皆、一度死ぬことは定まっていて死を迎えるようになります。共通です。死のきっかけはいろいろあるかもしれません。でも死ぬことは皆同じです。聖書には死んだあとは裁きを受けることが待っていると言われています。これが真実です。死んで終わり、芯で他の生物に生まれ変わるなどは真実ではありません。でたらめです。人生の真実は神のかたちに、すばらしい祝福の存在に作られたにもかかわらず堕落し、生まれたときからまったく可能性のない不幸な存在に生まれ、神様とまったく関係なく空中の権威を持つ支配者に従い、その人生が終わると死んで、死んだあとは裁きを受ける運命に定められ捕らわれて生きていくのが人生です。この問題は私たちがこだわって泣いたり笑ったりするような上辺がどうなのかによってまったく変わらないものです。これが人生の真実です。

どんな苦しみ、どのような悩みを抱えて、どういう問題を抱えて生きているかは人それぞれでしょうが、上辺ではなくて人生の真実が正しく分かったならばその人はこのような答えに導かれるようになります。人は創造の神様に戻り、神様と出会って、神様とともにいるようにならないと希望はありません。どこの民族でも、肩書がどうなのかも一切、関係ありません。またその人の人生が真の幸せ、祝福の人生になるというのは真の創造の神様と出会うこと以外には希望がありません。真実が分かればこのような結論にたどり着くようになります。それは裏返しますと上辺ではどう変わろうが、あろうが無かろうが関係なく、上辺には希望がない。上辺のなにかでは絶望だというのが真実です。今朝、伝道者の書を読みました。それを読むとある人は極端に聞こえるかもしれないし、また上辺にこだわっている人は読みたくないかもしれません。でも、私は読みながらそれこそがソロモンの王が書いたものです。世界のすべての栄華を極めていたソロモンが書きました。上辺、それがどんなものであろうが、知恵か物か人か関係なく、上辺では絶望なのだと。上辺には元々、希望などありません。人生の答えなどそこにはありません。ですから、一言で言うとその上辺で戦ったり喧嘩したりもがいたりする必要のないものなのです。真の創造の神様の他に希望はありません。それが真実です。皆さん今まで、今現在も何のために悩み、何が皆さんを心配させ、何で心苦しくなり、何が皆さんのプレッシャーになっているのでしょうか。もしかしたらそれは全部上辺ではないでしょうか。心の傷もよくよく考えてみるとそれも上辺でしょう。伝道者の書はそのようなことはどうでもよい、それによって人生、振り回されてはいけないとあります。それを見ながら、それを完璧に成就して体験していたパウロという人の言葉が思い浮かびました。すべてはちりあくたなのだ。これは無視ではありません。自由です。上辺なのです。前にも申し上げたと思いますが、ある伝道者の女性がレイプされました。あり得ない話でしょう。しかし、上辺です。心が痛いでしょうが上辺なのです。上辺によってではなく、正しさによって真実によって。人生の真実とはいったいなんでしょうか。皆さんは不幸な家庭環境に生まれたのでしょうか。それは真実ではありません。なぜそう思うのでしょうか。上辺を見て裕福な家庭に生まれた人は、恵まれた環境に生まれたでしょうか。それは上辺です。真実は「すべての人は罪を犯したので、義人はいない。ひとりもいない」です。これが真実です。人と比較したり比べたりすることからぜひ自由になってください。上辺です。しかし、残念ながらクリスチャンでありながらも中々、真実にたどり着くことができません。人生の真実が分かれば、神様と出会うこと以外に答えはないという結論にたどり着いて、その結果、その人はキリストを見上げ、キリストを求める人になります。これが人生を正しく生きるということです。キリストはどういう意味でしょうか。ご存知のようにキリストという言葉は言語で「油注がれた者」という意味があります。だれに油が注がれたのかというと、この人生の問題を解決するために神様が立てられた人に、その役割、役目に油が注がれました。預言者、祭司、王様が立てられるときに油が注がれました。
預言者は神様に会う道を教える者です。神様に立ち返る道を教える者です。祭司はそれを邪魔していた罪を取り除くための役割でした。そして、王様はこのようなことをとおして根本的に人生を支配してだめにしている偽物の王、悪魔の頭を踏み砕いて勝利されるという意味があります。それがキリストです。だから、真実がなにか分かればキリスト以外には希望がありません。油が注がれた真の王、祭司、預言者、神様と出会うこと、罪が許されること、悪魔に打ち勝って解放されること、そこにこそ幸せがあり、そこにのみ人生の答えがあるということが分かって、それがキリストなのです。キリストを求める者になるでしょう。これをイエス様は今日、このような言葉でおっしゃいました。神の御心を願う者。それはキリスト求めてキリストに答えを求めるという意味です。

真実が分かればなにもかも上辺というものが真っ暗に閉じ込められて、ひとつだけ、キリストに集中するようになります。キリストと他のなにかが混ざってこんがらがってしまうようなことはありません。それは神の願いではありません。神の願いは上辺が全部沈んで、真実だけ、キリストだけが浮かび上がることが神の願いです。これでもない。あれでもない。人生いろいろ。男もいろいろだったのですが、そうではなくてひとつしかない。希望は、光は、道はキリストしかない。その結論に絞られ、その結論に快く感謝とともに縛られること、これが神の願いです。これが人生を正しく生きるということです。そのキリスト、油注がれた者のことを神様は最初から約束されました。創世記3章15節を見ると、女の子孫が生まれて蛇の頭を踏み砕くとあります。女の子孫というのは略して申し上げますと、神から遣わされた者であり、神様ご自身が人間になられるという意味です。それがキリストです。そのキリストの約束がより明らかにされたのがイザヤ書7章14節を見るとそのキリストが来られた時に名前をインマヌエルと言いなさいとあります。インマヌエルは訳しますと神が私たちとともにおられるという意味です。先ほど申し上げました。真実がなにか分かれば神様以外にはない、創造の神様に戻って神様と出会うこと以外には希望がありません。そのことが成就される祝福がキリストです。インマヌエルです。そのときからこのキリストを求めるように、キリストしか希望がないことが分かってキリストを求めるようになると、その人は聖書が理解できるようになります。特に旧約の聖書がどこを見ていても「なるほど。キリストを見上げなさい。キリストを待ちなさい。キリストにすべての希望を託しなさい。そういうお話なのだね」と聖書が理解できるようになります。神の御心が、神の願いが何なのかが理解できるようになります。心の中で願いはひとつだけです。キリスト様、早くおいでになってください。それしかありません。それが私の希望です。5回結婚して離婚をし、6回目の入籍をしないで同居をしているサマリヤの女の人があらゆることを話しながら、最終的にキリストが来られるとそのときにすべてが終わりますと言うことが分かっていました。彼女はものすごくぐちゃぐちゃな人生の中でキリストだけにすべての希望を託して待っていました。それが正しく生きるということです。彼女は5回結婚して5回離婚しました。周りから見ると、上辺で見ると人生がものすごい失敗だというでしょうが、彼女の心の中ではだからこそキリストしか希望がありません。キリストを待っています。キリストが来られれば私の人生は変わりますと思って待っていました。彼女は人生の真実がなにか分かっていてキリストを求める心を持つようになりました。それをイエス様は心の貧しい者は…とおっしゃったのです。それが正しく生きることです。上辺の行いや品格によってではなく、心の中心、心が貧しい者になること、それが正しく生きることであり、人生の真実が分かり、その結果、キリスト一本に絞られそこにすべての希望を託すことが正しく生きるということです。もしそのような人であればその人はイエス様がそのキリストだということが分かるようになります。

イエス様は今日おっしゃっています。あなたがたが律法を守っている人であれば、その律法は「キリストを待ちなさい。キリストを見上げなさい」という話です。「本当にモーセの律法を守っている者であればキリストを切に待っていたでしょう。それならば私のお話、行い、しぐさを見てこの方こそそのキリストだと分かっているはずなのですが、分からないところを見るとあなたがたは律法を守っていないのです。正しく生きるつもりで頑張ってきたかもしれませんが、それは正しく生きたことではないのです」と。なぜでしょうか。正しく生きるというのは人生の真実が分かって、キリストだけに希望を託して、キリストを待ち望む、キリストを求めること、それが正しく生きることです。彼らはキリストを待ち望んでいません。「いや、ユダヤ人もキリスト、キリストと言っていますよ」。しかし、彼らが思い浮かべているキリストは聖書が約束しているキリストとはまったく違います。ですから、イエス様が、キリストが目の前に来ていらっしゃるのに見ることができません。でも、正しく生きてきた者は、キリストを切に本当に待っていた者はイエス様を見て、イエス様のおっしゃること、その言葉はパリサイ人と律法学者とはまったく違う権威あるものだと多くの人が言っていました。イエス様が行っていらっしゃった奇跡を見ながら、海の上を歩いて死んだ人を生き返らせたり、特にイエス様の行いの中には多くの病気の人を、悪霊にとりつかれている者から悪霊を追い出し、病気の人をいやされました。それを見て、このイエス様こそ唯一の希望、私たちの救い主、キリストなのだということがわかるはずです。それが正しく生きるということです。イエス・キリスト以外には天の御国の福音をお話した人はいません。世の中の立派な理論と宗教の教訓とパリサイ人の教えとは根っこから話が違います。そのお話をされる方はキリスト以外ではできません。ですから、天の御国の福音を語っていらっしゃるイエス様を見ると「この方こそ世の罪を背負っていかれる約束のキリストなのだ。子羊その方なのだよ」とわかるようになるでしょう。特にイエス様がキリストとして十字架にかけられあがないの死を遂げ、3日目に死者の中から、死の力を打ち破って復活なさいましたことを見て、イエス様こそそのキリストなのだということが明らかにされ、何の疑いもしないで信じるようになりわかるようになります。なぜそうならないかというと、キリストを求めていないからです。キリストにのみ答えがあります。人は神様と会わない限りは希望がありませんという真実にまだ立っていないからです。旦那さんが変われば幸せになるのでしょうか。皆さんが健康になればそれで人生が変わるのでしょうか。それがまだ真実が分かっていない、上辺によって評価しているからです。残念ながらその真実が解き明かされて「アーメン」とうなずいた人々が、今礼拝を捧げているクリスチャンの皆さんです。それにもかかわらず、その部分がいつまでたっても曇っています。第2コリント4章4節を見ると、その曇らせるものが、誘い込む霊と言っています。目を覚ましていてください。真実に目覚めてください。上辺に騙されないでください。今までの人生、上辺に騙されていて、精神的にも気持ち的にも自分自身はだめだと比較しながら傷を負っている人生はもういいのではないでしょうか。真実に目覚めましょう。そうすれば、その人はイエス様がキリストだということが分かるようになります。その結果、その人はイエス様を救い主として心に信じ受け入れるようになるでしょう。これが人生を正しく生きるということです。これなくしては正しく生きるということはありえません。子どものために、かわいそうな人のために、自分の身を燃やして犠牲を払ったとしても聖書は正しいとは言いません。マザー・テレサという人がどのような行為で多くの貧しい人を助けたのかは分かりませんが、神様は正しいとは言いません。彼女は最終的に悪霊にとりつかれて死んで生きました。上辺、肉による、私たちが知っていて見ていることがすべてではありません。それは上辺です。真実はそうではありません。真実を知らないで上辺において命を懸けて誠実に真面目に頑張ることもありえます。ただ、正しい人生にはなりません。真実が分からない限りは、たとえそういう人と比べたときに行いの面においてだいぶ衰えている人でも、足りない人間でも真実が分かってキリストに絞られたことによって、イエス様がそのキリストだと分かってイエス・キリストを受け入れた人であれば、その人は正しい者と言われ、神様から義と認められ、初めて正しい人間になり正しい人生になるのです。皆さん、講壇のメッセージを張先生のメッセージとして聞かないで、神様のお話として聞いていただきたいと思います。なぜ、神様がこのようなお話をするかというと、皆さんは残念ながら大いに祝福されるはずのクリスチャンなのに古き考え方がそのまま皆さんを支配しているのでそこを照らすためです。そういうつもりで聞いていただきたいと思います。必ず、変わります。イエス様をキリストとして分かって信じて快く自分の心の内側に受け入れた人、その人が正しい人です。それが基準です。本当にそう思うのでしょうか。なぜでしょうか。人生の真実が分かればそれが当たり前なことになります。これが当たり前にならないで曖昧になっている場合は、知識が足りないからではなく、人生の真実にまだ目覚めていないのかもしれません。人生はこういうものだ。ああいうものだといろいろ理論がその人の脳細胞の中にあるでしょう。違います。皆さんは4人の弁護士よりずっと優れている弁護士です。あなたの真実はイエス・キリストを信じて受け入れること、そこに正しい人生があり、その瞬間、その人が感じるか感じないか関係なく、暗闇から光へと導きいれられて、不幸な人生から真の幸せへと移るようになるし、滅びの人生から永遠のいのちを持つ者に変えられ、さまようしかない人生に終止符を打って真の人生の答えを持つ光り輝く人に変えられます。イエス・キリストを信じて受け入れただけなのに、それを聖書はまとめて新しく生まれると言います。古いものは過ぎ去ってすべてが新しくなります。どうすればよいでしょうか。イエス様が唯一の救い主、希望、真の神様に出会ういのちであるということを信じて受け入れることさえあれば、その瞬間、その人は永遠のいのちに預かるようになります。正しい人生というのは永遠のいのちに預かることができるということ、その人生が正しい人生です。

皆さんが人生を正しく生きてきたのか、正しく生きているのかという基準、証拠はなんでしょうか。忘れないでください。イエスをキリストとして受け入れたのかどうかです。本当にそう信じていらっしゃるのでしょうか。イエス様を信じることをもしかして宗教の一つの行為だと思っていらっしゃるでしょうか。もちろん、皆さんの苦しい状況や様々な悩みをどうにかしようという思いで、それがきっかけになってスタートしたかもしれません。でも、目覚めてください。真実に目覚めてください。イエス・キリストを信じることは永遠のいのちに預かることです。永遠に真の神様が皆さんの中に来られ、皆さんのいのちになられます。だれも皆さんからその祝福を奪い取ることができないし、その神の愛から切り離すこともできない存在に変えられることです。だれも神の御手に捕らわれている私たちを奪い取ることはできません。神様の御手に捕らわれています。伝道者の書の次は雅歌です。それは男女の愛を語るように言われていますが、キリスト、イエスにある神の愛の深さなのです。愛の奴隷になって結構なのです。私たちは神様の愛の奴隷になってしまいました。これが正しく生きることです。2014年、スタートしながらなにが正しい人生なのか、人生を正しく生きるということは何なのかということをしっかりと心に刻んで、今まで皆さんの内側にあった人生に対してのいろいろな理論や思いを全部消してください。イエス・キリストという名前の中に全部包んで、ごみとして全部捨ててください。皆さんの傷や否定的な思いなどは、イエスの名前は最高のごみ袋ですから全部包んで捨ててください。感謝なことに市の行政はいろいろ限界があって曜日が決められていますが、天の御国にはゴミ捨て日が毎日です。毎秒です。捨ててください。私は義と認められ、私は人生を正しく生きてきた。過去はいろいろあったがそれをとおして結局、真実にたどり着いたのではないでしょうか。だから、過去のすべても頑張ったことになるのです。今、皆さんは正しい人生を生きてきた方です。今現在、正しい人生の中にいます。

それゆえ、そのメッセージを心に刻んでこのような結論をまとめましょう。もし皆さんがイエスを受け入れたクリスチャンであれば、自分と自分の人生に自信を持つようにしてください。上辺によってああだ、こうだと振り回されないで、もう正しい人生の中に入ってきているのですから、皆さんだけが正しく人生を生きてきたという自負を持ち自信を持ってください。もう一度言います。その自信とプライドと自負と感謝以外に否定的な思い、曇りの思い、不平不満などは全部、イエスというゴミ袋の中に入れ捨ててください。全部、消してください。これが2014年、スタートしながら改めて皆さんが味わうべき内容です。それから、正しく生きるということはもはやスタートしましたが、毎日、確認してください。私は正しい者なのだということを毎日、確認してください。つまり、新しいいのちが与えられている正しい者、正しい人生の中に召されている者なのだという確信をもって、そうでない人生からはもう解放されている者なのだということを毎日、確認し感謝すること、それが正しく人生を生きる方法でありスタートです。それがしっかりすることによって、その次に、そうならば救いの祝福が私のものではないのか。雅歌で言われているような濃密な神様との愛の交わりというものがあります。その救いの祝福、主が、神様が永遠にともにおられる祝福の内容を皆さん、できる限り思い出して考えて、その祝福は暗記するものではなく、その中に深く溺れ奴隷になってください。慕ってください。これが人生を正しく生きるということです。なにかのルールを取り上げて守った、守らなかった、正しいか正しくないかということではありません。足りないところもあるでしょう。間違いもあるかもしれません。他の人と上辺を比べたときには劣等感を持つような部分もあるかもしれません。まったく構いなく、キリストにある救いの祝福、神の愛に深く、深くのめり込んで慕い「私は愛の奴隷です。愛に目がくらんでいます」というくらいに。それが正しく生きるということです。「でも、やることがいっぱいありますが・・・」。皆さん、これをしない限りは正しくできません。ですから、まず神の愛と祝福に奴隷になるように慕ってください。皆さん、恋と恋愛の経験がありますでしょうか。そういう人々は目がくらむでしょう。恋の感覚以外は全部、麻痺しているような感じになります。あまり経験のない人ばかりのようですが。神様の愛とキリストの愛に奴隷になること、それは人との愛は盲目になっていろいろなトラブルが起きますが、神様とのこの愛はそうではありません。これが正しく生きることです。なにかの道徳やルールに従うことではありません。それで元旦礼拝のメッセージのように自分の限界、環境による限界、周りの攻撃による限界をはるかに超えて行くことができる、神から与えられる力に預かるということが正しく生きるということです。今まで皆さんの中に正しく生きるということに対しての思いや知識、ルールなどを全部包んで捨ててください。正しく生きるとは何なのか。だから、皆さんに御言葉とキリストの福音を黙想してお祈りをしてくださいと言っています。それは宗教的な行為ではありません。それを全部まとめると礼拝と言います。皆で集まって礼拝することも同じだし、神の愛に御言葉を聞きながらどんどん奴隷になり、捕らわれていき深く、深く慕っていくつもりで礼拝を捧げ、ひとりひとり個人的に黙想するときにもそういうつもりでやります。キリスト教、信仰生活は堅苦しいものではありません。これが正しく生きるということです。なぜでしょうか。キリスト、イエスを受け入れた者ですから。そうすると自然にそうなるでしょうが意識して皆さん、正しく生きるというのはその結果、残りの自分の生涯、すべてを神の願い、福音宣教、世界福音化、他の人がこの真の救いに預かるようになることに方向をすべて合わせるようになります。これが正しく生きるということです。そこに私というものがもうありません。仕事も子育てもお金も健康も残りの時間も、すべてがそのためにあります。そうするとそれらはすべて加えて与えられます。これが人生を正しく生きるということです。世の中では正しく生きるということに対して本当は論ずることはできません。コメンテーターが言うことはただ参考にするだけです。神様が今、正しく生きるというのはこういうことだとおっしゃっているのに、これには耳を貸さないで世の中の偉い人が言うことはなぜそんなに良く暗記していらっしゃるのでしょうか。他の人にチームの働きをできるくらいそれはすべて下っ端のお話です。25時のお話ではありません。本部の元旦礼拝もぜひ皆さん聞いてください。それから、教会の元旦礼拝のメッセージは今申し上げたとおり簡単です。自分、環境、攻撃を乗り越え、キリストが生き自分の能力と関係なく、キリストの力、わざが具体的に現れることを体験する、それを握って祈りましょう。そのために人生を正しく生きるということは何なのかということをしっかり整理して心に刻んでください。
そして、このような正しい人生に対して、これが本当に正しい人生であれば一心に、全身で持続しこれに取り組みます。これはなにかがあるからあきらめたり、途中で変わったりというようなことではないでしょう。正しく生きるというのは難しいでしょうか。お金がなくても構いません。学歴が足りなくても正しく生きることは大丈夫です。刑務所の中にいる人間でも正しく生きることできます。皆さんが正しい人生の中に召されていて、正しい人生を歩むことができる特権が与えられている唯一の存在であることもう一度改めていただきたいと願います。
（お祈り）、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
　愛する天の父なる神様。2014年、最初の聖日礼拝のメッセージをありがとうございます。正しく生きることは何なのか。本当に人生の真実に目覚め忘れないで、そこからいつもイエス・キリストにたどり着くことができるように。自分と自分の人生に自信を持つことができるようにひとりひとりを祝福してください。これからはなにがあろうがなにひとつ邪魔されず、キリストにある祝福を存分に味わい、神の愛の奴隷になり、その祝福に慕っていく祈りの者になるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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